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れ
は
い
つ
も
寂
し
さ
を
も
た
ら
す
。
ま

し
て
や
、
愛
着
が
強
け
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
別
れ
の
あ
と
に
は
新
た
な
出

会
い
が
待
っ
て
い
る
。
新
た
な
出
会
い
は
人

を
一
回
り
も
二
回
り
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
。

  

　
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
本
校
第
３
・
４
棟
が
取
り
壊
さ
れ
、

新
校
舎
建
設
に
向
け
て
動
き
出
し
た
こ
と
は
、

昨
年
の
こ
の
紙
面
で
取
り
上
げ
た
。
人
気
の

な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
重
機
に
よ
っ

て
黙
々
と
取
り
壊
さ
れ
、
徐
々
に
そ
の
姿
を

失
っ
て
い
く
光
景
は
、
何
と
も
い
え
な
い
寂

し
さ
を
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
更

地
に
な
っ
た
広
い
敷
地
を
目
に
し
た
と
き
、

新
た
な
命
の
誕
生
と
希
望
を
感
じ
た
。

  

　
初
、
新
校
舎
の
完
成
は
平
成
26
年
３
月

の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
杭
打
ち
作
業
の
難
航

別三当

別
れ
〜
出
会
い
〜
希
望
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も
あ
り
、
現
段
階
で
８
月
完
成
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
現
在
は
三
階
か
ら
四
階
部
分
の
作
業

に
か
か
っ
て
い
る
。
日
に
日
に
新
校
舎
が
形

と
な
っ
て
現
れ
て
く
る
様
子
を
見
る
の
は
、

春
を
待
ち
望
む
心
境
と
同
じ
で
あ
る
。

  

　
校
舎
完
成
後
は
、
26
年
度
後
半
に
第
２

棟
の
、
27
年
度
前
半
に
は
第
１
棟
の
耐
震
工

事
、
さ
ら
に
校
舎
・
敷
地
内
の
除
染
と
、
工

事
や
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

  

　
方
、
後
述
の
よ
う
に
太
宰
府
天
満
宮
よ

り
梅
の
苗
木
が
恵
与
さ
れ
、
新
校
舎
建
設
と

と
も
に
新
し
い
福
島
高
校
が
動
き
出
そ
う
と

し
て
い
る
。
学
ぶ
校
舎
・
環
境
は
変
わ
っ
て

も
、
福
島
高
校
で
あ
る
こ
と
は
今
も
昔
も
変

わ
ら
ず
、
変
わ
る
は
ず
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一 新
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「
旧
年
寒
苦
梅

　
得
雨
一
時
開
」
。

文
字
通
り
氷
霜
凌
げ
る
梅
花
を
シ
ン

ボ
ル
と
す
る
本
校
に
こ
の
度
、
学
問

の
神
様
・
菅
原
道
真
を
祭
る
太
宰
府

天
満
宮
よ
り
五
本
の
紅
・
白
梅
の
苗

木
を
賜
る
こ
と
に
な
り
、
二
月
十
九

日
本
校
の
前
庭
に
移
植
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
震
災
か
ら
三
年
間
、
逆
境
に
耐

え
、
仮
設
の
校
舎
で
勉
学
に
励
み
、

今
日
を
迎
え
た
卒
業
生
・
在
校
生
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
心
の
支
え
と
な

る
よ
う
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の

ご
厚
意
に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
や
が
て
沢
山
の
花
を
咲

か
せ
実
を
付
け
る
巨
木
に
生
長
す
る

よ
う
、
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
二
月
二
十
八
日
、
同
窓
会
入

会
式
に
お
い
て
、
本
会
は
新
た
に

三
百
九
名
の
新
会
員
を
迎
え
、
同
窓

生
は
総
数
三
万
一
千
五
百
名
を
超
え

ま
し
た
。

　
五
月
二
十
四
日
、
第
十
一
回
関
東

梅
苑
会
総
会
「
設
立
二
十
周
年
記
念

総
会
」
が
東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詩
人

の
長
田
弘 (

高
校
十
回
卒)

さ
ん
の
記

念
講
演
、
ま
た
恩
師
の
星
一
彰
、
浅

野
嘉
尚
、
滝
本
通
彦
の
各
先
生
が
招

待
さ
れ
、
往
時
の
本
校
性
の
姿
を
懐

か
し
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、

関
東
梅
苑
会
設
立
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
中
学
三
十
九
回
卒
の
大

先
輩
か
ら
高
校
第
六
十
四
回
卒
ま
で

幅
広
い
参
加
を
得
て
、
本
会
の
太
い

絆
を
感
じ
る
と
と
も
に
大
い
な
る
発

展
を
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　
五
月
二
十
六
日
、
第
十
三
回
梅
苑

会
ゴ
ル
フ
大
会
が
好
天
の
も
と
行
わ

れ
ま
し
た
。
二
十
四
組
の
参
加
が
あ

り
、
和
気
藹
々
の
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
個
人
戦
と
学
年
別
の
団

体
戦
が
闘
わ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
か

ら
は
職
域
別
、
部
活
動
別
の
団
体
参

加
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
二
十
四
回

卒
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
月
十
二
日
、
ハ
ー
ネ
ル
仙
台
に

て
み
や
ぎ
梅
苑
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
東
北
電
力
関
連
企
業
か

ら
の
参
加
が
あ
り
、
仙
台
在
住
の
若

い
会
員
に
も
声
を
か
け
輪
を
広
げ
活

性
化
を
図
り
た
い
と
の
こ
と
、
心
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　
十
一
月
二
十
九
日
、
同
窓
会
総

会
が
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開

催
さ
れ
、
約
三
百
名
の
会
員
が
集

い
ま
し
た
。
詩
人
の
和
合
亮
一 (

高

校
三
十
九
回
卒)

さ
ん
が
講
演
さ
れ
、

福
島
の
復
興
に
向
け
た
強
い
思
い
を

語
ら
れ
ま
し
た
。
待
望
の
応
援
団
復

活
の
披
露
の
場
で
は
見
事
な
演
技
が

再
現
さ
れ
、
団
長
の
指
揮
に
よ
り

「
校
歌
」
と
「
あ
か
ざ
の
香
り(

捷

の
曲)

」
を
声
高
ら
か
に
歌
い
、
大

懇
親
会
で
は
年
代
を
超
え
る
熱
い
交

流
が
見
ら
れ
、
時
の
経
つ
の
を
忘
れ

る
程
の
盛
会
で
し
た
。
高
校
二
十
一

会
卒
の
皆
様
の
応
援
を
戴
き
、
職
域

か
ら
は
東
邦
銀
行
の
皆
様
に
も
多
数

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
窓
生
に
よ
る
音
楽
活
動
が
地
元

で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
同
窓
会
が
応

援
し
ま
し
た
。
本
県
合
唱
王
国
の
草

分
け
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
コ
ー
ル
・
マ
ル

シ
ュ
ナ
ー
福
島
演
奏
会
が
福
島
音
楽

堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
共
学

一
期
生(

高
校
五
十
八
回
卒)

の
音
楽

家
に
よ
る
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

が
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
同
窓
会
活
動
を
振
り
返

り
、
更
な
る
同
窓
会
の
絆
を
深
め
る

た
め
、
今
後
と
も
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

に
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

同窓会会長
川崎眞二
（高校第11回卒）

学
問
の
神
様
か
ら
の

贈
り
物

　
平
成
25
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」

が
11
月
29
日
、
午
後
六
時
か
ら
ホ
テ
ル

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
に
先
立
っ
て
和
合
亮
一
氏

（
高
校
第
39
回
卒
）
に
よ
る
、
「
私
に

と
っ
て
の
梅
高
精
神

　
〜
ふ
る
さ
と
を

あ
き
ら
め
な
い
〜
」
と
題
し
た
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
和
合
氏
は
現

在
、
福
島
県
立
保
原
高
等
学
校
に
教
諭

と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
傍
ら
、
詩
人

と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
詩

集
の
発
表
の
他
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

T
w
itter

に
て
「
詩
の
礫
」
と
題
し
た

連
作
を
発
表
さ
れ
続
け
る
等
、
精
力
的

に
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
演

で
は
、
詩
の
朗
読
を
交
え
な
が
ら
、
未

だ
震
災
と
原
発
事
故
の
傷
に
苦
し
む
福

島
へ
の
想
い
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
に
引
き
続
き
、
昨
年
度

よ
り
復
活
し
た
応
援
団
・
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
・
管
弦
楽
部
に
よ
る
応
援
の
披
露

が
あ
り
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、
太
宰
府
天
満
宮
か
ら
の

梅
の
植
樹
な
ど
の
明
る
い
話
題
も
出
さ

れ
、
会
は
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

福
高同窓会総会
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1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 2,832,120 2,832,120 
(2)入会金 945,000 927,000 卒業生（309名×3,000円）
(3)年会費 3,315,000 3,555,030 卒業生(309名×1,000円)

会員(1,226名)
(4)雑収入 480 85,552 預金利子、寄付金等、旅費返金
(5)繰入金 0 0 
合　　計 7,092,600 7,399,702 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 9,171,544 9,171,544 
(2)会費 1,315,000 1,760,000 卒業生（309名×1,000円）

会員（829名）
(3)雑収入 1,256 2,042 預金利子、ＣＤ販売金
合　　計 10,487,800 10,933,586 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰り越し 1,197,431 1,197,431 
(2)積み立て 500,000 500,000 25年度分
(3)雑収入 169 183 預金利息　
合　　計 1,697,600 1,697,614 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 1,200,000 420,000 校歌応援歌ＣＤプレス代
(2)部活動助成 200,000 350,000 
(3)予備費 9,087,800 0 
合　　計 10,487,800 770,000 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1）修繕費 0 0 梅苑会館修繕費
合　　計 0 0

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,358,674 
(2)入会金 945,000 卒業生（315名×3,000円）
(3)年会費 3,315,000 卒業生（315×1,000円）

会員（約1,500名×2,000円）
(4)雑収入 100,000 預金利子等、寄付金等
(5)利息 0 
合　　計 6,718,674 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 3,530,000 
(1)総会費 550,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,600,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 100,000 

２.運営費 740,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 10,000 振り込み手数料他
(3)交際費 150,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 100,000 
(5)通信費 80,000 切手、葉書代
(6)旅　費 150,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 50,000 

３.会員名簿管理費 840,000 平成25年度分会員名簿管理費
４.予備費 1,608,674 
合　　計 6,718,674 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 3,880,000 3,296,349 
(1)総会費 500,000 528,030 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 2,500,619 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 267,700 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 100,000 0 

２.運営費 850,000 457,179 
(1)会議費 250,000 181,784 Ｈ24年第２回、Ｈ25年第１回役員会
(2)事務諸費 50,000 2,100 振り込み手数料
(3)交際費 150,000 100,000 関東･みやぎ梅苑会参加費
(4)慶弔費 100,000 0 
(5)通信費 100,000 46,135 往復葉書、切手
(6)旅　費 150,000 127,160 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 50,000 0 

３.梅苑会館運営費 500,000 500,000 
維持管理費 500,000 500,000 特別会計へ

４.会員名簿管理費 840,000 787,500 平成24年度分会員名簿管理費
５.予備費 1,022,600 0 
合　　計 7,092,600 5,041,028 

平成26年度　一般会計予算書　25年９月１日～26年8月31日

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 10,163,586 
(2)会費 1,760,000 卒業生（315名×1,000円）、会員（約900名）
(4)雑収入 2,042 利子等

合　　計 11,925,628 

1.収入の部 （単位：円）

日付 氏名 義援金額 摘要
H23,7.15 昭和52年度2年9組同級会 30,000
H23.7.22 関東梅苑会 1,400,000
H23.7.28 歯科梅門会 200,000
H23.7.28 市役所梅友会 100,000
H23.8.20 利息 22
H24.10.18 関東梅苑会 100,000
H24.2.18 利息 145
H24.8.18 利息 146
H25.2.16 利息 146
H25.6.4 高橋直樹　様　（宮城県） 20,000
H25.8.17 利息 146

合　　計 1,850,605 

1.収入の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 1,697,614 
(2)積立金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 183 利子等
合　　計 2,197,797 

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 1,200,000 母校への助成
(2)部活動助成 300,000 全国大会出場の部への激励金
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 
(4)予備費 9,925,628 

合　　計 11,925,628 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 0 
(2）次期繰越金 2,197,797 
合　　計 2,197,797 

平成26年度母校後援会費予算書　25年９月１日～26年8月31日

平成25年度県立福島高校同窓会義援金会計報告

平成26年度福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計予算書（特別会計）

平成25年度　一般会計決算書　24年９月１日～25年8月31日

平成25年度　母校後援会費決算書　24年９月１日～25年8月31日

平成25年度福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書（特別会計）

収入決算額 7,399,702円
支出決算額 5,041,028円
次年度へ繰越額 2,358,674円

収入決算額 10,933,586円
支出決算額 770,000円
次年度へ繰越額 10,163,586円

収入決算額 1,697,614円
支出決算額 0円
次年度へ繰越額 1,697,614円



関東梅苑会だより　

6

関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

大学スポーツ界にはばたくホープたち

梅校の代表として誇りを胸に

ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
の
は
小
学
５

年
生
。
附
属
小
中
か
ら
福
高
、
早
大

と
同
じ
経
歴
を
歩
む
永
山
逸
郎
さ
ん

に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
。

福
高
ラ
グ
ビ
ー
部
で
は
永
山
さ
ん
が

主
将
、
滝
沢
さ
ん
は
副
将
を
務
め
た
。

Ｕ‒

17
（
17
歳
以
下
）
の
東
北
代

表
を
は
じ
め
、
高
校
２
年
、
３
年
で

は
国
体
予
選
の
福
島
県
代
表
に
選
ば

れ
た
。
全
国
大
会
へ
の
出
場
は
果
た

せ
な
か
っ
た
が
、「
福
高
で
３
年
間

ラ
グ
ビ
ー
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
て

幸
せ
だ
っ
た
。
梅
苑
祭
や
体
育
祭
で

の
仲
間
と
の
盛
り
上
が
り
は
今
も
良

い
思
い
出
」
と
振
り
返
る
。

し
か
し
、
３
年
生
に
進
級
直
前
の

平
成
23
年
３
月
、
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
、
校
舎
の
３
分
の
２
が
被
災
。

「
校
内
行
事
が
中
止
と
な
り
、
部
活

動
も
制
限
さ
れ
た
が
、
ラ
グ
ビ
ー
が

し
た
く
て
隠
れ
て
練
習
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
」
そ
う
だ
。

大
学
の
進
路
は
基
幹
理
工
学
部
を

選
ん
だ
。「
飛
行
機
が
好
き
で
航
空

関
係
の
設
計
に
興
味
が
あ
っ
た
」

そ
ん
な
滝
沢
さ
ん
に
大
学
で
ラ
グ

ビ
ー
を
続
け
る
よ
う
強
く
す
す
め
て

く
れ
た
の
が
、
福
高
か
ら
早
大
ラ
グ

ビ
ー
部
に
進
ん
だ
先
輩
た
ち
。
一
人

が
３
年
生
の
時
、
福
高

に
赴
任
し
た
松
井
暢
彦

先
生
（
高
52
回
）、
そ

し
て
現
在
釜
石
シ
ー

ウ
ェ
イ
ブ
ス
で
プ
レ
ー

す
る
菅
野
朋
幸
さ
ん

（
高
54
回
）
で
あ
る
。

「
見
て
楽
し
く
、
強

い
」。ワ
セ
ダ
ラ
グ
ビ
ー

に
対
す
る
少
年
の
憧
れ

は
、
現
実
に
な
っ
た
。

早
大
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、「
文
武
両

道
」
の
方
針
に
よ
り
、
目
標
の
単
位

を
取
ら
な
い
と
部
活
停
止
と
い
う
、

運
動
部
と
し
て
は
「
厳
し
い
」
目
標

が
あ
る
。
と
く
に
滝
沢
さ
ん
の
基
幹

理
工
学
部
に
は「
出
席
す
れ
ば
よ
い
」

と
い
う
履
修
科
目
は
な
い
。
週
２
日

は
５
時
限
の
授
業
が
あ
り
、
練
習
に

間
に
合
わ
ず
「
居
残
り
練
習
」
で
遅

れ
を
取
り
戻
す
が
、
授
業
の
課
題
提

出
に
追
わ
れ
る
毎
日
で
も
あ
る
。

「
打
倒
帝
京
」
に
よ
る
大
学
日
本

一
を
め
ざ
し
た
今
シ
ー
ズ
ン
は
、
滝

沢
さ
ん
も
Ｆ
Ｂ
（
フ
ル
バ
ッ
ク
）
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
か
ん
で
活
躍
。
し

か
し
目
標
達
成
は
ま
た
一
年
先
と

な
っ
た
。

滝
沢
さ
ん
の
今
年
の
目
標
は
、
中

心
選
手
と
し
て
試
合
に
出
続
け
る
こ

と
。「
ラ
グ
ビ
ー
の
有
名
校
出
身
で

な
く
て
も
、
頑
張
れ
る
の
が
早
稲
田

の
良
さ
。
自
分
も
福
高
出
身
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
、
胸
を
張
っ
て
プ

レ
ー
し
て
い
き
ま
す
」

強
い
ワ
セ
ダ
に
憧
れ「
打
倒
帝
京
」誓
う

早
稲
田
大
学
基
幹
理
工
学
部
２
年

　
滝た

き

沢ざ
わ 

祐ゆ
う

樹じ
ゅ

さ
ん（
高
校
64
回
卒
）

卒業生に聞く！

平成二十六年　関東梅苑祭・合同同期会
●日時：５月30日㈮
 【受付】18時～　【開宴】18時半～
●会場：東京グリーンパレス
 ・千代田区二番町２　TEL.03-5210-4600
 ・麹町駅徒歩１分、半蔵門駅徒歩５分　ほか

日にち ： 平成26年4月4日㈮
場　所 ： 日高カントリークラブ
連絡先 ： 丸山秀夫さん（高9回）
 TEL.0484-76-4120
お気軽にご参加ください。

「あまちゃん」の音楽プロデューサー・大友良英さん（高30回）
＊詳細は同封のチラシ、ホームページをご覧ください。

スペシャルゲスト

第42回
関東梅苑会ゴルフ大会

会員を大募集中！
関東梅苑会ゴルフ愛好会
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column

昨
年
11
月
、
同
窓
会
事
務
局
宛
に
佐
藤
鐵
夫
氏
（
第
９
回
卒
、

東
京
在
住
）
か
ら
Ｃ
Ｄ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
東

日
本
大
震
災
歌
曲
シ
リ
ー
ズ
〜
そ
の
１
〜
」。
佐
藤
氏
は
、
東
日

本
大
震
災
や
原
発
事
故
で
被
災

さ
れ
た
方
々
を
精
神
的
に
支
援

し
た
い
、
大
震
災
か
ら
得
た
教

訓
を
後
世
に
伝
え
今
後
の
防

災
・
減
災
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
か
ら
、
30
篇
に
及

ぶ
歌
詞
を
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
歌
詞
に
菊
地
常
雄
氏
（
福

島
市
在
住
の
作
曲
家
）
の
作
曲
、

関
根
誠
氏
の
編
曲
・
音
源
化
で

完
成
し
た
の
が
こ
の
Ｃ
Ｄ
で
す
。

た
だ
、
編
曲
・
音
源
化
が
完
了

し
た
の
は
30
篇
中
７
篇
の
み
で
、

ま
だ
23
篇
の
音
源
化
が
未
完
了

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
音
源
化
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま

し
た
な
ら
、
同
窓
会
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
ま
た
、
菊
地
氏
が
、
本

県
の
復
興
を
音
楽
で
支
援
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
〞
福
島
復

興
応
援
歌
〞
と
し
て
「
福
島
音

頭
」
を
作
詞
・
作
曲
さ
れ
た
際
、

佐
藤
氏
も
補
作
詞
と
し
て
協
力

し
、
Ｃ
Ｄ
を
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

音
楽
で
福
島
の
支
援
を

東日本大震災歌曲シリーズその 1福島復興応援歌 福島音頭
定価：1,500 円（税込）

ヒマワリの歌
定価：1,000 円（税込）

新
春
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
お

な
じ
み
の
箱
根
駅
伝
。
毎
年
、
福
島

県
出
身
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
活
躍
が

楽
し
み
だ
が
、
そ
の
一
人
が
東
海
大

学
３
年
の
吉
川
修
司
さ
ん
（
平
野
中

出
身
）
だ
。
今
年
は
復
路
の
最
終
区

間
10
区
の
ア
ン
カ
ー
を
任
さ
れ
た
も

の
の
、
区
間
21
位
、
チ
ー
ム
の
総
合

順
位
も
13
位
で
、
目
標
だ
っ
た
３
年

ぶ
り
の
シ
ー
ド
権
（
10
位
以
内
）
を

逃
す
残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

「
１
万
ｍ
の
記
録
で
28
分
台
を
持

つ
の
は
自
分
も
含
め
て
３
人
だ
け
。

チ
ー
ム
の
順
位
を
ひ
と
つ
で
も
上
げ

る
役
割
だ
っ
た
の
に
、
最
後
ま
で
思

う
よ
う
な
走
り
が
で
き
な
か
っ
た
」

と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
る
。

中
学
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
。
福
高
陸

上
部
で
は
１
年
時
に
駅
伝
の
東
北
大

会
の
ほ
か
、
国
体
３
千
ｍ
少
年
Ｂ
の

代
表
と
し
て
出
場
。
だ
が

２
年
、
３
年
は
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
な
ど
全
国
大
会
出
場

は
叶
わ
な
か
っ
た
。

保
健
体
育
教
師
を
志
望

す
る
吉
川
さ
ん
が
東
海
大

学
へ
の
進
学
を
決
め
た
の

は
、
な
に
よ
り
教
育
課
程

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
が

理
由
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

佐
藤
悠
基
、
村
澤
明
伸
両

選
手
（
い
ず
れ
も
現
日
清
食
品
グ

ル
ー
プ
）
と
い
う
、
日
本
の
エ
ー
ス

ラ
ン
ナ
ー
を
輩
出
し
た
東
海
大
学
へ

の
憧
れ
も
あ
っ
た
。

１
年
生
で
箱
根
に
出
場
。
８
区
を

走
っ
た
が
個
人
20
位
、
総
合
12
位
に

終
わ
る
。
２
年
生
の
箱
根
は
予
選
会

で
出
場
を
逃
し
、「
走
路
員
」
と
し

て
沿
道
で
大
会
を
支
え
た
。

４
年
生
に
な
る
吉
川
さ
ん
は
、
自

身
３
度
目
の
箱
根
出
場
を
か
け
て
再

び
予
選
会
か
ら
挑
む
。「
チ
ー
ム
の

目
標
は
あ
る
が
、
個
人
と
し
て
も
よ

い
結
果
を
出
し
た
い
。
そ
れ
が
チ
ー

ム
の
成
績
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

ま
す
」

朝
６
時
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
心
の

毎
日
。「
走
る
こ
と
を
き
つ
い
と
思
っ

た
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
故
障
で
走

れ
な
い
時
の
方
が
つ
ら
い
ん
で
す
」。

だ
か
ら
こ
そ
、
ふ
だ
ん
か
ら
試
合
本

番
に
ピ
ー
ク
を
も
っ
て
い
く
体
調
を

意
識
し
た
練
習
を
心
が
け
る
。

吉
川
さ
ん
は
今
年
、
教
育
実
習
で

福
高
に
赴
任
す
る
予
定
。「
１
、２
年

の
陸
上
部
顧
問
だ
っ
た
三
浦
武
彦
先

生
（
現
福
島
明
成
高
）
に
は
、
今
年

の
箱
根
で
も
励
ま
し
を
頂
く
な
ど
い

つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
が
教

師
を
目
指
す
の
も
、
三
浦
先
生
た
ち

福
高
の
先
生
方
が
理
想
像
だ
か
ら
。

今
年
一
年
、
目
標
を
持
っ
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
姿
勢
の
大
切

さ
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
師
に

な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」

最
後
の
箱
根
駅
伝
に
雪
辱
期
す

東
海
大
学
体
育
学
部
３
年

　
吉き

っ

川か
わ 

修し
ゅ
う

司じ

さ
ん（
高
校
63
回
卒
）
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平
成
25
年
度
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会

が
、
9
月
12
日
仙
台
市
青
葉
区
の

ハ
ー
ネ
ル
仙
台
に
て
在
仙
会
員
約

5
0
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
は
羽
田
事
務
局
長
（
高
9

回
）
の
司
会
の
も
と
、
物
故
会
員
に

黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
歌
川
和
夫
会
長

（
高
17
回
）
が
開
会
を
宣
言
し
議
長

席
に
着
い
た
。

　
議
案
と
し
て
①
平
成
24
年
度
事
業

報
告
・
会
計
報
告
及
び
監
査
報
告
、

②
平
成
25
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算

案
、
③
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選

の
3
議
案
が
審
議

さ
れ
、
何
れ
も
満

場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。

　
新
会
長
に
鈴
木

征
夫
氏
（
高
12

回
）
、
新
副
会
長

に
本
間
哲
夫
氏

（
高
17
回
）
が
新

た
に
選
任
さ
れ
、

留
任
の
役
員
を
含

め
新
体
制
を
発
表

し
、
鈴
木
新
会
長

よ
り
ご
挨
拶
が
あ

り
総
会
は
終
了
し

た
。

　
恒
例
の
懇
親
会

は
母
校
よ
り
本
間

稔
校
長
、
同
窓
会

本
部
よ
り
川
崎
眞
二
会
長
・
今
関
達

也
事
務
局
長
・
丹
治
崇
事
務
局
次
長
、

後
援
会
関
根
英
樹
会
長
、
父
母
の
会

阿
久
津
順
二
会
長
・
黒
森
洋
一
副
会

長
、
関
東
梅
苑
会
よ
り
二
階
堂
晋
一

会
長
・
佐
々
木
政
彦
副
会
長
を
来
賓

に
お
迎
え
し
、
今
回
事
務
局
員
に
選

任
さ
れ
た
菅
野
剛
広
氏
（
高
34
回
）

の
司
会
で
開
始
さ
れ
た
。

　
挨
拶
に
立
た
れ
た
川
崎
眞
二
会
長

か
ら
「
福
島
の
状
況
や
同
窓
会
の
活

動
」
に
つ
い
て
、
本
間
稔
校
長
か
ら

は
「
母
校
の
除
染
・
新
校
舎
工
事
状

況
・
生
徒
の
活
発
な
文
化
体
育
活

動
」
に
つ
い
て
ご
挨
拶
が
あ
り
、
各

来
賓
の
方
々
か
ら
の
ご
挨
拶
や
出
席

者
の
方
々
の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
等

を
交
え
、
同
じ
学
舎
を
巣
立
っ
た
同

窓
生
が
互
い
に
テ
ー
ブ
ル
間
を
大
き

く
移
動
し
な
が
ら
、
世
代
・
職
域
を

超
え
和
気
藹
々
と
賑
や
か
に
交
流
が

行
わ
れ
た
。

　
合
唱
部
O
B
の
駒
場
悟
（
高
32

回
）
氏
の
指
揮
に
よ
り
出
席
者
全
員

で
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
盛
会

裡
に
終
了
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

広
げ
よ
う
！
親
睦
と
交
流
の
輪
を

み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

column

　
昨
年
（
平
成
25
年
）
４
月
、

福
島
市
飯
坂
町
の
阿
部
様
か
ら

「
蔵
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
量
の
冊
子
が
見
つ
か
り
、
そ

の
中
に
福
島
高
校
の
『
志
乃
ふ

草
』
も
何
冊
か
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
整
理
し
て
学
校
へ
お
持

ち
し
ま
す
」
と
連
絡
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
８
月
に

阿
部
様
か
ら
こ
の
『
志
乃
ふ

草
』
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
の
は
、
２
号

（
明
36
）
〜
６
号
（
明
38
）
・

８
号
（
明
39
）
〜
15
号
（
大

２
）
・
22
号
（
大
９
）
・
24
号

（
大
11
）
の
15
冊
で
、
桐
の
箱

に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
保
存

状
態
も
大
変
良
く
、
貴
重
な
資

料
と
し
て
同
窓
会
で
大
切
に
保

管
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
阿
部
様
に
は

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
１
号
（
明
36
）
・

７
号
（
明
39
）
・
39
号
（
昭

12
）
・
43
号
（
昭
16
）
に
つ
い

て
引
き
続
き
探
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
所
蔵
等
の
情
報
を
お
持

ち
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
な
ら
、

同
窓
会
事
務
局
ま
で
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

し
の
ぶ
草（
志
乃
ふ
草
）寄
贈
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川
崎
同
窓
会
長
、
関
東
・
み
や
ぎ

梅
苑
会
の
協
力
承
認
の
下
、
同
窓
会

の
全
体
事
業
と
し
て
太
宰
府
天
満
宮

よ
り
梅
の
若
木
五
本
が
福
島
高
校
に

恵
与
さ
れ
る
。
福
島
稲
荷
神
社
丹
治

宮
司
の
尽
力
に
よ
り
、
太
宰
府
天
満

宮
の
西
高
辻
宮
司
が
福
島
高
校
の
卒

業
生
の
た
め
に
来
福
、
卒
業
式
の
前

日
に
全
校
生
へ
の
講
話
及
び
植
樹
式

典
が
開
催
さ
れ
る
。

東
風
吹
か
ば

　
匂
ひ
お
こ
せ
よ

　
　
梅
の
花

あ
る
じ
な
し
と
て

　
春
な
忘
れ
そ

よ
り
も
最
初
に
咲
く
。
次
代
を
担
う

若
人
に
福
島
高
校
で
学
ん
だ
誇
り
と

気
概
を
忘
れ
ず
校
歌
に
〈
花
咲
き
み

の
り
て
、
世
の
た
め
立
た
む
〉
と
あ

る
様
に
梅
花
の
如
く
、
時
代
の
先
導

た
れ
と
の
想
い
を
込
め
、
同
窓
会
の

先
輩
か
ら
後
輩
に
贈
る
。

な
お
五
本
の
内
の
一
本
に
は
名
前

が
無
く
、
福
島
高
校
が
そ
の
梅
の
名

付
け
親
に
な
っ
て
欲
し
い
と
の
計
ら

い
で
現
在
梅
の
名
前
を
学
生
と
検
討

中
で
あ
る
。

Ｐ
．Ｓ
．「
平
成
の
飛
梅
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
名
前
は
太
宰
府
に
行
く
前
か

ら
の
名
前
な
の
で
「
飛
梅
」
と
使
っ

て
い
る
。

菅
原
道
真
公
（
九
〇
三
年
没
）
の

歌
に
詠
ま
れ
、
一
晩
で
京
都
か
ら
太

宰
府
ま
で
約
六
〇
〇
㎞
の
距
離
を
飛

ん
だ
と
い
う
伝
説
の
飛
梅
。
太
宰
府

天
満
宮
の
ゆ
か
り
の
梅
を
卒
業
生
と

福
島
高
校
の
後
輩
た
ち
の
た
め
に
贈

呈
し
よ
う
と
い
う
、「
平
成
の
飛
梅
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
平
成
25
年
５
月
に

始
動
し
た
。

●
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
緯
と
背
景

き
っ
か
け
は
高
校
33
回
昭
56
年
卒

の
五
年
毎
に
行
わ
れ
る
同
級
会
。
そ

れ
ま
で
全
く
集
ま
っ
た
こ
と
の
無

か
っ
た
同
級
生
が
五
年
前
、
卒
業
か

ら
約
三
十
年
ぶ
り
に
集
ま
り
「
幻
の

応
援
歌
講
習
」「
三
十
年
ぶ
り
に
復

活
・
伝
説
の
授
業
」
を
行
っ
た
。
五

年
後
の
再
会
を
約
し
全
国
に
帰
っ
て

行
っ
た
同
級
生
。
そ
の
五
年
の
間
に
、

東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
が
発
生
、

福
島
を
離
れ
て
い
る
同
級
生
が
多
い

中
、「
故
郷
福
島
の
た
め
に
何
か
を

し
た
い
」
と
の
声
が
多
く
上
が
っ
た
。

今
春
卒
業
の
66
回
卒
業
生
は
、
中

学
の
卒
業
式
当
日
に
震
災
に
見
舞
わ

れ
原
発
事
故
に
よ
り
、
14
μ
Ｓ
Ｖ
の

高
放
射
線
量
の
中
の
全
員
マ
ス
ク
姿

で
の
合
格
発
表
、
体
育
館
で
の
80
人

学
級
、
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
校
舎
で
の
授

業
、
梅
苑
祭
の
中
止
等
困
難
な
高
校

生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
工
事
の
遅
れ

も
あ
り
新
校
舎
で
学
ぶ
こ
と
も
出
来

な
い
後
輩
た
ち
に
「
福
島
高
校
で
学

ん
だ
誇
り
を
心
に
刻
ん
で
欲
し
い
」

と
の
想
い
を
形
に
し
て
伝
え
る
の
に

福
高
の
校
章
で
も
あ
る
梅
・
そ
れ
も

日
本
で
一
番
有
名
で
学
問
の
神
様
の

太
宰
府
天
満
宮
の
飛
梅
を
贈
れ
な
い

も
の
か
と
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

伝
手
を
た
ど
っ
て
お
願
い
し
よ
う
と

し
た
が
「
ご
神
木
を
譲
り
受
け
る
こ

と
は
到
底
無
理
」
と
断
ら
れ
、
話
が

中
断
。
六
月
に
諦
め
き
れ
ず
、
福
島

の
子
ど
も
達
の
あ
っ
た
か
い
心
の
詰

ま
っ
た
詩
集
「
こ
こ
ろ
の
幻
燈
会
」

を
携
え
単
身
ア
ポ
な
し
で
太
宰
府
天

満
宮
へ
。「
前
例
が
な
い
話
で
難
し

い
。
た
だ
太
宰
府
天
満
宮
で
は
宮
司

が
毎
日
震
災
復
興
を
お
祈
り
し
て
い

る
。
地
元
の
神
社
関
係
者
か
ら
正
式

ル
ー
ト
で
依
頼
が
あ
れ
ば
可
能
性
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
早
速
、

福
高
Ｏ
Ｂ
の
福
島
稲
荷
神
社
丹
治
宮

司
に
お
願
い
す
る
。
運
命
的
な
偶
然

で
、
太
宰
府
天
満
宮
の
西
高
辻
宮
司

と
丹
治
宮
司
は
慶
応
大
学
の
学
生
時

代
か
ら
の
知
人
で
、
異
例
中
の
異
例

で
あ
っ
た
が
「
太
宰
府
天
満
宮
ゆ
か

り
の
梅
の
恵
与
」
が
実
現
す
る
。

●
後
輩
た
ち
に
伝
え
た
い
事

梅
は
寒
さ
に
耐
え
忍
び
、
雪
中
に

凛
と
し
て
、
春
に
先
駆
け
、
ど
の
花

一
一
一
一
年
の
時
と
一
四
〇
〇
㎞
の
距
離
を
超
え
た
「
平
成
の
飛
梅
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

梅
花
の
如
く
、時
代
の
先
導
た
れ

高
校
三
十
三
回
卒
代
表
幹
事

　
篠し
の

木ぎ 

雄ゆ
う

司じ

column

福
高
21
回
卒
有
志
会
及
び
元
本
校
教
諭
の
故
大
越
勝
忠
先
生
の
ご
令
室
で
あ
る
大
越
武
子
様
か
ら
、

２
万
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
２
日
、「
福
高
21
回
卒
有
志
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
会
は
恩
師
の
先
生
方
を
お

招
き
し
て
、
毎
年
１
月
２
日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
恩
師
の
お
一
人
で
あ
る
大
越
勝

忠
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
、
会
に
ご
出
席
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

大
越
先
生
の
ご
令
室
で
あ
る
大
越
武
子
様
は
、
毎
年
こ
の
会
へ
の
出
席
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ

た
先
生
が
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
憂
い
、
参
加
者
20
名
お
一
人
お
一
人
分
の
図
書
カ
ー
ド
を

ご
準
備
さ
れ
、
１
月
２
日
の
会
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
図
書
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
の
み
な
さ
ん
で
話
し
合
わ
れ
、「
母
校
で
あ
る

福
島
高
校
に
寄
贈
し
て
は
ど
う
か
、
大
越
先
生
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
こ
の
度
、
当
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
７
日
に
は
当
会
を
代
表
し
、
テ
レ
ビ
ユ
ー
福
島

　
常
務
取
締
役
、
経
営
企
画
室
長
で
あ
る
佐

藤
信
雄
様
が
来
校
さ
れ
、
図
書
カ
ー
ド
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
本
校
図
書
館
に
お
け
る
図
書
購
入
費
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
福
高
21
回
卒
有
志
会
か
ら
は
、
以
前
、
新
渡
戸
稲
造
全
集
の
ご
寄
贈
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
付
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

図
書
カ
ー
ド
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た



母校だより　

10

同
窓
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健

勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
母
校
の
た
め
に
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
対
し
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

震
災
下
で
の
入
学
式
の
延
期
や
仮

設
校
舎
で
の
授
業
な
ど
最
も
困
難
な

状
況
の
下
、
本
校
で
学
ん
だ
生
徒
が
、

こ
の
た
び
六
十
六
回
卒
業
生
と
し
て

本
校
同
窓
生
の
仲
間
入
り
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
職
員

一
同
、
こ
の
三
年
間
に
思
い
を
は
せ

る
と
感
激
も
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

当
初
三
月
末
の
竣
工
予
定
で
あ
っ

た
校
舎
の
建
設
に
関
し
て
は
、
基
礎

杭
を
打
つ
段
階
で
硬
い
転
石
層
に
阻

ま
れ
た
た
め
約
四
ヶ
月
遅
れ
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
八
月
二
十
日
の
竣
工

を
目
指
し
て
急
ピ
ッ
チ
で
建
設
を
進

め
て
は
い
る
も
の
の
、
仮
設
校
舎
で

の
学
校
生
活
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
生
徒
は
不
自
由
さ
を
も
の

と
も
せ
ず
勉
学
に
部
活
動
に
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

学
習
に
お
い
て
は
、
本
県
Ｎ
ｏ
．

１
の
揺
る
ぎ
な
い
進
学
実
績
を
持
つ

学
校
と
す
る
た
め
、
他
県
の
進
学
校

に
伍
す
る
学
校
と
す
る
た
め
、
生
徒

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
高
揚
を
図
る
べ

く
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
主
に
理
系
へ

の
進
学
を
目
指
す
生
徒
に
は
、
文
部

科
学
省
の
ス
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
、
文
系

へ
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
に
は
、
本

校
独
自
の
事
業
「
リ
ベ
ラ
ル
・
ゼ

ミ
」
で
の
大
学
教
授
等
の
講
義
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
通
し
て
大
学
進
学
後
の
学
習
や
将

来
の
進
路
選
択
を
踏
ま
え
た
先
の
見

え
る
学
習
を
行
い
、
本
校
の
校
是
で

も
あ
る
自
主
自
律
、
自
学
自
習
の
実

践
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
東
京
大
学
へ
の

進
学
希
望
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
お

り
、
我
々
、
教
職
員
は
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
い
か
に
生
徒
の
志
望
を
叶

え
た
め
の
学
力
を
確
実
に
身
に
つ
け

さ
せ
る
か
を
、
大
き
な
課
題
だ
と
と

ら
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
、部
活
動
に
お
い
て
は
、ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
、
テ
ニ
ス
部
、
陸
上
部

が
北
部
九
州
で
開
催
さ
れ
た
全
国
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
ま
し
た
。
特

に
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
の
出
場
は
本
校

初
の
快
挙
で
し
た
。
ま
た
、
野
球
部

の
夏
の
大
会
ベ
ス
ト
１
６
，
秋
季
地

区
大
会
優
勝
、
県
大
会
準
々
決
勝
出

場
な
ど
も
あ
り
、
大
い
な
る
盛
り
上

が
り
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
文
化

系
の
部
活
動
で
は
、
囲
碁
部
、
将
棋

部
、
梅
章
委
員
会
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
が
長
崎
で
の
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
に
出
場
し
、
中
で
も
将
棋
部
は
団

体
五
位
に
輝
き
ま
し
た
。

私
た
ち
教
職
員
は
、
今
育
て
て
い

る
福
高
生
を
、
福
島
の
復
興
の
担
い

手
と
し
て
、
福
島
の
文
化
の
発
展
の

担
い
手
と
し
て
、
そ
し
て
福
島
高
校

の
伝
統
の
担
い
手
と
し
て
育
て
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

重
き
使
命
を
日
々
感
じ
、
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
達
は
そ

れ
に
十
分
に
応
え
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
母
校
発
展
の
た
め
こ
れ
ま

で
以
上
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

福島高等学校長
本間　稔

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を

目
指
し
て
　

陸上部
●東北高等学校選手権大会　男子200m第２位（インターハイ出場）
●福島県高等学校体育大会　男子４×100mリレー第２位（インターハイ出場）
●東北高等学校新人陸上競技選手権大会　男子200m第１位
●ジュニアオリンピックカップ第７回日本ユース陸上競技選手権大会　男子走幅跳第４位
バスケットボール部
●福島県高等学校体育大会　男子第２位（東北大会出場）
テニス部
●福島県高等学校体育大会　女子シングルス第２位（インターハイ出場）
●福島県高等学校新人体育大会　女子シングルス第１位　女子学校対抗第２位
●全日本ジュニアテニス選手権大会Ｕ16東北大会　女子シングルス第１位　ダブルス第１位（全国大会出場）
●国民体育大会　少年女子　出場
●東北ダブルステニス選手権大会　ジュニアの部第１位
●福島県春季選抜ジュニアシングルス選手権大会Ｕ18　第２位（東北大会出場）
水泳部
●福島県総合体育大会　男子50ｍ平泳ぎ第２位
アーチェリー部
●福島県高等学校体育大会　男子個人第２位　女子個人第３位（インターハイ出場）
●福島県高等学校新人体育大会　男子団体第２位　女子団体第２位

囲碁部
●全国高等学校囲碁選手権大会福島県大会　男子団体戦優勝　男子個人戦優勝
将棋部
●全国高等学校将棋選手権大会福島県大会　団体戦優勝
●全国高等学校将棋新人大会　準優勝
●全国高等学校総合文化祭　男子団体第５位
ＳＳ部
●日本生物学オリンピック2013　銀賞
●一般社団法人プラズマ・核融合学会　優秀発表賞
梅章委員会
●全国高等学校総合文化祭（長崎総文）新聞専門部門　全国高校新聞年間紙面審査　優良賞
●全国高校新聞年間紙面審査　入賞（つくば総文参加予定）
書道部
●福島民報創刊120周年記念席書大会　最高賞
●たなばた展　優秀学校賞
●福島県高等学校書道展　条幅の部優秀賞　半紙の部優秀賞

　
震
災
後
、
初
の
一
般
公
開
と

な
っ
た
福
島
高
校
梅
苑
祭
が
平

成
25
年
８
月
31
日
（
土
）
、
９

月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
依
然
と
し
て
使
用
で
き
る

教
室
が
少
な
く
、
参
加
者
の
安

全
確
保
の
観
点
か
ら
、
チ
ケ
ッ

ト
に
よ
る
入
場
制
限
を
か
け
て

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
開
文
化
祭
の
経
験
の
あ
る

生
徒
が
い
な
い
中
、
生
徒
達
は

ク
ラ
ス
企
画
、
文
化
系
部
活
動

に
よ
る
発
表
、
ウ
メ
横
、
復
興

企
画
、
有
志
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

発
表
な
ど
、
そ
の
準
備
に
多
く

の
時
間
と
労
力
を
費
や
し
、
二

日
間
の
公
開
を
見
事
に
成
功
さ

せ
ま
し
た
。
特
に
、
三
年
生
ク

ラ
ス
企
画
で
は
劇
の
上
演
が
並

び
、
力
の
こ
も
っ
た
演
技
で
観

衆
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
後
夜
祭
で
は

本
校
同
窓
生
で
バ
ン
ド

「B
O
Ø
W
Y

」
の
ド
ラ
ム
、

高
橋
ま
こ
と
氏
が
サ
プ
ラ
イ
ズ

ゲ
ス
ト
と
し
て
出
演
す
る
な
ど
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

梅
苑
祭

部活動成績

運
動
部

文
化
部



　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）
項 平成

25年
平成
24年

平成
23年

平成
22年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 9 5 4 3
岩 手 大 3 8 0 3
東 北 大 26 25 41 33
山 形 大 10 9 11 10
福 島 大 19 24 33 35
茨 城 大 3 2 1 2
筑 波 大 7 6 10 7
宇 都 宮 大 7 2 3 4
埼 玉 大 6 12 11 11
千 葉 大 14 15 13 5
東 京 大 3 0 6 4
東 京 外 語 大 0 2 1 0
東 京 工 業 大 2 1 6 3
一 橋 大 3 1 2 2
横 浜 国 立 大 4 6 7 4
新 潟 大 9 14 8 10
京 都 大 1 2 5 1
そ の 他 21 17 16 9
県 立 医 科 大 17 27 15 16
高 崎 経 済 大 1 1 0 2
そ の 他 16 15 9 12
小 計 181 194 202 194

私

立

大

慶 応 大 10 6 13 10
早 稲 田 大 28 22 44 41
中 央 大 27 38 34 33
明 治 大 48 55 44 37
法 政 大 19 18 19 28
立 教 大 40 19 22 10
日 本 大 17 8 13 13
東 北 学 院 大 5 20 7 10
同 志 社 大 2 2 6 2
そ の 他 251 235 134 214
小 計 447 423 336 398

準 大 学 1 1 2 3
短 大 1 2 3 5
各 種 学 校 0 0 1 3
合 計 630 620 6 603

就 職 1 0 2 1

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月7日現在
項 大学名 平成

26年
平成
25年

平成
24年

平成
23年

国

公

立

大

北 海 道 大 13 12 32 9
岩 手 大 3 10 8 5
東 北 大 69 67 69 87
山 形 大 20 17 15 20
福 島 大 72 48 66 61
茨 城 大 13 5 10 9
筑 波 大 22 32 15 31
宇 都 宮 大 10 14 2 6
埼 玉 大 18 20 24 26
千 葉 大 36 36 34 31
東 京 大 16 22 5 12
東 京 外 語 大 5 2 6 9
東 京 工 業 大 4 4 6 11
一 橋 大 7 8 2 8
横 浜 国 立 大 9 8 13 22
新 潟 大 32 24 28 21
京 都 大 8 10 3 5
そ の 他 53 68 63 60
県 立 医 科 大 56 48 66 42
県 立 会 津 大 0 3 1 0
高 崎 経 済 大 8 3 2 2
そ の 他 19 31 36 32

私

立

大

東 北 学 院 大 12 13 20 4
青 山 学 院 大 17 31 34 44
慶 応 義 塾 大 25 20 22 28
上 智 大 5 5 7 6
中 央 大 42 56 61 52
東 京 理 科 大 21 20 31 32
日 本 大 18 24 20 14
法 政 大 39 60 48 42
明 治 大 74 93 118 90
立 教 大 37 61 37 55
早 稲 田 大 64 67 79 77
そ の 他 253 262 282 213

国 立 大 学 合 計 410 407 401 433
公 立 大 学 合 計 83 85 105 76
私 立 大 学 合 計 607 712 759 657
総 計 1,100 1,204 1265 1,166
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平
成
二
十
六
年
三
月
の
卒
業
生
は
、東

日
本
大
震
災
直
後
の
入
学
生
で
あ
る
。入

学
当
初
は
二
ク
ラ
ス一緒
に
、第
二
体
育
館
、

梅
苑
会
館
、視
聴
覚
室
で
の
学
習
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。そ
の
後
も
、夏
休
み
明
け
か

ら
二
年
生
ま
で
は
仮
設
校
舎
で
生
活
を
送

る
な
ど
決
し
て
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た

と
は
言
え
な
い
。そ
の
よ
う
な
困
難
な
中

で
も
、例
年
に
も
増
し
て
力
を
蓄
え
、そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
実
現
に
向
け
挑
ん
だ
。

　
平
成
二
十
六
年
度
の
セ
ン
タ
ー
試
験

は
、十
八
歳
人
口
の
減
少
も
あ
り
、志
願

者
数
、受
験
者
数
と
も
に
減
少
し
た
。科

目
別
平
均
点
で
は
、昨
年
、難
化
し
た
数

学
Ⅰ・Ａ
で
大
き
く
上
昇
し
、国
語
は
過
去

最
低
だ
っ
た
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
低
い
平

均
点
に
な
り
そ
う
だ
。昨
年
、科
目
間
の
均

衡
が
取
れ
て
い
た
理
科
で
は
上
昇
し
た
化

学
と
大
き
く
ダ
ウ
ン
し
た
地
学
と
の
平
均

点
差
は
二
十
点
近
く
な
り
、生
物
も
難
化

し
た
こ
と
か
ら
選
択
者
の
多
い
文
系
生
に

と
っ
て
は
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。七
科
目

型
の
平
均
点
は
文
理
で
明
暗
が
別
れ
、文

系
は
理
系
よ
り
も
三
十
点
以
上
低
く
な
る

見
込
み
で
あ
る
。昨
年
比
で
全
国
で
は
、文

系
で
四
点
、理
系
で
十
六
点
程
度
上
昇
す

る
見
込
み
で
あ
り
、本
校
で
も
同
様
の
傾

向
で
あ
っ
た
。昨
年
、ど
ち
ら
も
平
均
点
が

下
が
っ
て
お
り
、過
去
の
平
均
点
を
見
て
も

決
し
て
高
い
平
均
点
と
は
言
え
ず
、受
験

生
に
と
っ
て
は
、昨
年
同
様
難
し
か
っ
た
と

い
う
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
を
受
け
て
の
国
公
立

大
の
志
願
動
向
だ
が
、旧
帝
大
を
中
心
と

し
た
難
関
大
学
や
準
難
関
・
地
域
拠
点

大
学
に
お
い
て
も
、全
体
的
に
は
極
端
な

安
全
志
向
は
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
の
、来

年
度
か
ら
数
学
科
と
理
科
に
お
い
て
、新

教
育
課
程
に
基
づ
く
入
試
と
な
る
こ
と
や
、

先
に
あ
げ
た
文
系
で
得
点
が
伸
び
な
か
っ

た
こ
と
も
影
響
し
、よ
り
確
実
な
大
学
に

志
望
校
を
変
更
す
る
ケ
ー
ス
も
目
立
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
学
部
系
統
別
で
は
こ
れ
ま
で
の「
文
低

理
高
」「
実
学
志
向
」の
傾
向
の
中
、工
学

部
で
は「
機
械
・
航
空
」「
建
築
」と
い
っ
た

分
野
を
中
心
に
女
子
志
望
者
も
目
立
っ
て

き
て
い
る
。ま
た
、本
校
に
お
い
て
も
医
学

系
、薬
学
系
は
例
年
ど
お
り
、人
気
が
高
い
。

　
校
歌
に
歌
わ
れ
る「
花
咲
き
実
り
て
世

の
為
立
た
ん
」の一
節
に
示
さ
れ
た
、福
高

の
精
神
を
実
現
す
る
第一歩
と
し
て
、全
国

津
々
浦
々
に
梅
花
を
咲
か
せ
て
も
ら
い
た

い
。そ
の
た
め
に
、国
公
立
で
は
生
徒
た
ち

が
後
期
日
程
ま
で
粘
り
強
く
受
験
と
向

き
合
い
、合
格
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向 

〜
合
格
の
花
咲
か
せ
、
世
の
為
た
れ
！
〜

進
学
展
望



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会長 川崎　眞二 高11回
副会長 内池　　浩 高14回
副会長 小松　恭三 高14回
副会長 久米　允彦 高16回
副会長 渡邊　健寿 高17回
副会長 歌川　和夫 高17回
副会長 片平　憲市 高19回
常任理事 佐藤　祀男 高11回
常任理事 齋藤    登 高12回
常任理事 磯貝　健郎 高13回
常任理事 林    恭良 高14回
常任理事 永倉　禮司 高15回
常任理事 二階堂　晋一 高16回
常任理事 富田　建一郎 高16回
常任理事 長谷川　好美 高17回
常任理事 山岸    清 高18回
常任理事 佐久間　政文 高19回
常任理事 本多　修二 高20回

田中　訓樹 高22回
佐藤　洋光 高23回
須藤　鑑 高26回
朽木　隆 高27回
大橋　良一 高27回
今関　達也 高28回
石田　正彦 高30回
国分　聡 高33回
西山　伸一 高35回
佐藤　富浩 高36回
丹治　崇 高36回
渡邊　兼綱 高36回
小林　寿宣 高38回
大河内　孝志 高38回
本多　信弥 高40回
田中　幹大 高46回
田中　成和 高48回
松井　暢彦 高53回

平成25年度　同窓会役員　
監事 鈴木　芳喜 高19回
監事 松野　孝司 高20回
理事 角田　征雄 高12回
理事 三瓶　昌久 高13回
理事 久家　孝夫 高13回
理事 上竹　豊 高14回
理事 岡崎　勇三郎 高15回
理事 今野　金顕 高15回
理事 池田　正昭 高17回
理事 勢島    昇 高18回
理事 本多　純一郎 高19回
理事 花井　宣明 高20回
理事 網代　智盟 高21回
理事 佐藤　信雄 高21回
理事 尾形　克彦 高22回
理事 芳賀    裕 高22回
理事 黒澤　信雄 高22回
理事 大野　順道 高22回

平成25年度　同窓会事務局員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

25.02.26 15のテーマで学ぶ中世ヨーロッパ史 甚野尚志 甚野尚志
（福高28回卒）

25.02.26 詩と死 唐木順三 福高職員・須藤鑑

25.02.26 Macの知恵の実 牧野武文 福高職員・朽木隆

25.02.26 松永真、デザインの話。＋⑪ 松永真 福高職員・朽木隆

25.02.26 東日本大震災写真集
あの日のふくしま　３冊 福島県 福島県

25.02.26 逆境を生き抜く
石巻地域公立高等学校の震災記録集

宮城県公立学校事
務長会

石巻支部（石巻北
高等学校内）

25.02.26 これだけは知っておきたい食ものの話 全国消費組合生活
相談員協会

全国消費組合
生活相談員協会

25.02.26 古事記ものがたり 中村　博 著者寄贈

25.02.26 万葉集みじかものがたり 中村　博 著者寄贈

25.03.04 生命のセントラルドグマ　他99冊 武村政春 講談社

25.05.31 J-POPをつくる！ 川本聡胤 フェリス女学院大
学

25.05.31 「古典」は誰のもの 一戸渉　等編 金沢大学

25.05.31 いま福島で考える
（FUKUSHIMA　symposium） 後藤康夫　等編 後藤康夫

（福高21回卒）

25.05.31 ３・11からの挑戦 昌平黌 昌平黌

25.05.31 東日本大震災記録集　絆 福島県学校保健会
養護教諭部会

福島県学校保健会
養護教諭部会

25.05.31 放射線ってなあに？ 科学技術振興機構 科学技術振興機構

25.05.31 生命科学がひらく未来 田沼靖一　等著 東京理科大学

25.05.31 竹を吹く人々 泉武夫 東北大学大学院文
学研究科

25.05.31 男と女の文化史 東北大学 東北大学大学院文
学研究科

25.05.31 男女共同参画による日本社会の経済・
経営・地域活性化戦略 吉田浩編 東北大学経済学研

究科

25.05.31 不動産登記法概論 山野目章夫 山野目章夫
（福高29回卒）

25.05.31 改革派詩人が見たフランス宗教戦争　
他７冊 高橋薫 中央大学

25.05.31 老いの才覚 曾野綾子 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 歎異抄入門 本多顕彰 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 ホンモノノ文章力 樋口裕一 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 ビジネスマンの父より息子への
30通の手紙 ｷﾝｸﾞｽﾚｲ・ｳｫｰﾄﾞ 長場豊夫

（福高14回卒）

25.05.31 平成維新 大前研一 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 ネクスト・ソサイエティ ドラッカー 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 鄙の論理 細川護煕 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 日本人の生きがい 宮城音弥 長場豊夫
（福高14回卒）

25.05.31 反常識講座 渡辺淳一 長場豊夫
（福高14回卒）

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）

25.06.28 原子力発電で本当に私たちが知りたい
120の基礎知識 広瀬隆、等 角田勝重

25.06.28 日本の地震地図 岡田義光 角田勝重

25.06.28 代理母問題を考える 辻村みよ子 角田勝重

25.06.28 自然（じねん）を生きる 玄有宗久、等 角田勝重

25.06.28 啓け！ー被災者へ命の道をつなげー 岩田やすてる 福島県建設業協会

25.06.28 チェリノブイリ原発事故による環境へ
の影響とその修復 ﾁｪﾘﾉﾌﾞｲﾘ・ﾌｫｰﾗﾑ 山内正敏

25.06.28 どがんねー古賀常次郎詳伝 佐保　圭 古賀常次郎

25.09.30 低線量放射線を超えて 宇野賀津子 宇野賀津子

25.09.30 コロネコの恩返し 日経BPﾋﾞｼﾞｮﾅﾘｰ ヤマト福祉財団

25.09.30 東大ing 東京大学新聞社 福高進路指導部

25.09.30 邂逅と研究の歩み 菅野耕毅 菅野弘毅
（福高８回卒）

25.09.30 ゲストは語る　記者が問う 日本記者クラブ 星浩
（福高26回卒）

25.10.31 デットエンド・スカイ 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 オール・トゥモウロウズ・パーティー
ズ 清野栄一 清野栄一

（高校37回卒）

25.10.31 RAVE　TRAVELLER　踊る旅人 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 レイヴカ 清野栄一、鶴見済 清野栄一（高校37回卒）

25.10.31 INTERVIEW 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 地の果てのダンス 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 ブラック・ダラー 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 ブラウン・バニー 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 テクノフォビア 清野栄一 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 崩壊ホームレス アレクサンダーマ
スターズ著、清野訳

清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 麻薬とは何か 清野栄一、等著 清野栄一
（高校37回卒）

25.10.31 フェアウェイの風 いつも青春
（阿部明）

阿部明
（高校20回卒）

25.10.31 変形菌ずかん 川上新一 著者寄贈(SSH）
より

25.10.31 一瞬の風になれ　１ー３　　他23冊 佐藤多佳子 梅苑祭「古本市」
売上金

25.11.30 理数教育がひらく未来 東京理科大学 東京理科大学

25.11.30 東北地区大学生協職員の手記
東日本大震災

大学生協東北ブ
ロック

大学生協
東北事業連合

25.12.20 生きる力がわく「論語の授業」 江藤茂博・編 福高・国語科

25.12.20 メイリオ 木戸多美子 著者寄贈

寄贈図書紹介（平成25年1月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：川崎眞二　発行日：平成26年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

理事 菅野　日出喜 高23回
理事 加藤　典義 高23回
理事 村上　正文 高23回
理事 江口　　淳 高23回
理事 高橋　雅行 高24回
理事 渋谷　修一 高24回
理事 渡辺　　久 高25回
理事 後藤　忠久 高26回
理事 土屋　牧雄 高26回
理事 阿部　芳和 高27回
理事 片平　　淳 高28回
理事 八子　直樹 高31回
理事 大和田　利明 高31回
理事 篠木　雄司 高33回
理事 吉成　健二 高33回
理事 関根　英樹 高33回
理事 阿久津　順二 高37回

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（今野 金顕）
http://www.kantobaienkai.ne.jp/index.html

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392


